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事　業　方　針
概況・組織

役　員　一　覧

会計監査人の氏名または名称

職　員　数　　　　　（単位：人）

だんようのあゆみ

トピックス（平成 26 年 4 月〜 27 年 3 月）

組合員数・出資金の推移（単位：人、百万円）

■経営方針
　　　　	「集中力と行動力でチャレンジ」
１．業務運営態勢の強化
（１）営業推進態勢の強化
（２）収益力の強化
（３）金融円滑化への取組
（４）不良債権の整理・回収の徹底
（５）顧客保護等管理態勢の強化

２．経営管理態勢の強化
（１）自己資本管理態勢の強化
（２）監査態勢の強化
（３）リスク管理態勢の強化
　①信用リスク管理態勢
　②市場リスク管理態勢
　③流動性リスク管理態勢
　④オペレーショナルリスク管理態勢
　⑤統合的リスク管理態勢

３．法令等遵守態勢の強化
（１）不正・不祥事件再発防止策の徹底強化
（２）反社会的勢力への対応強化
（３）疑わしい取引への対応強化

４．人材の育成
（１）能力主義の徹底
（２）職場内教育の強化と集合研修、自己啓発支援の充実
（３）マネジメント能力向上と職場の活性化

	昭和27年12月	●		中小企業等協同組合法に基づく地域信用組合として北淡町に
おいて設立

	 31年７月	●		本店を洲本市に移転
	 43年３月	●		営業地区を神戸市へ拡張
	 48年10月	●		営業地区を芦屋市、西宮市、尼崎市、伊丹市へ拡張
	 49年８月	●		営業地区を高砂市、加古川市、加古郡播磨町、稲美町へ拡張
	 52年12月	●		本店を現在地へ新築移転
	 57年７月	●		オンラインシステム稼働
	 61年３月	●		預金高1,000億円を達成
	平成４年10月	●		日本銀行歳入復代理店の認可に伴う歳入金の取扱開始
	 ７年５月	●		信組共同センターに加盟
	 ８年11月	●		けんみん大和信用組合及び山陽信用組合の事業を譲受
	 	●		営業地区を兵庫県全域へ拡張
	 	●		預金高 2,000 億円を達成
	 11年３月	●	理事長に藤勝が就任
	 12年４月	●	郵貯とのＡＴＭ提携を開始
	 ７月	●	デビットカード・サービスの取扱開始
	 ９月	●	だんようホームページを開設
	 13年１月	●	インターネット・モバイルバンキングの取扱開始
	 12月	●	火災保険窓販の取扱開始
	 14年12月	●	創立50周年
	 16年２月	●	印鑑照合システム稼働
	 17年４月	●	証券化支援事業住宅ローン（「フラット35」）の取扱開始
	 19年５月	●	第５次オンラインの稼働
	 20年１月	●	「マルチペイメントネットワークサービス」の取扱開始
	 20年 9月	●	イオン銀行とのATM提携を開始
	 21年５月	●	生命保険窓販の取扱開始
	 ７月	●	証券化支援事業住宅ローン（「フラット50」）の取扱開始
	 24年６月	●	理事長に勢戸堅祐が就任
	 ７月	●	年金払積立傷害保険の取扱開始
	 12月	●	創立60周年
	 25年２月	●	「でんさいネットサービス」の取扱開始
	 ５月	●	ビューカードとのATM提携を開始
	 ９月	●	「教育資金贈与預金口座」の取扱開始
	 	●	セブン銀行とのATM提携を開始

	 26年4月	・淡陽レディースクラブ観劇ツアーを実施
	 5月	・だんよう年金友の会観劇ツアーを実施（西はりま地区）
	 6月	・第62期通常総代会を開催
	 7月	・洲本淡陽会の総会を開催
	 	・第36回淡路吹奏楽祭に協賛
	 8月	・第67回淡路島まつりおどり大会に参加
	 	・経営力向上セミナーを開催
	 	・認知症サポーター研修を実施	（富島・室津支店）　
	 9月	・「しんくみの日週間・献血運動」	に78名の役職員が参加
	 	・「ピーターパンカード寄付金」を五色精光園へ寄付
	 	・認知症サポーター研修を実施	（志筑・郡家支店）　
	 	・中小企業会計啓発・普及セミナーを開催
	 10月	・特殊詐欺未然防止訓練を実施（岩屋・湊支店）
	 	・認知症サポーター研修を実施（仮屋・岩屋支店・洲本地区5ヶ店）
	 11月	・合同防犯訓練の実施（富島・室津・郡家・都志・仮屋支店）
	 	・淡陽講演会を開催（講師：道上洋三氏）
	 	・洲本淡陽会の親睦旅行を実施
	 	・だんよう年金友の会観劇ツアーを実施（南あわじ地区）
	 	・淡陽レディースクラブの総会を開催
	 27年2月	・特殊詐欺未然防止訓練を実施（赤穂支店）
	 	・「第10回お客様満足度アンケート」を実施
	 	・だんよう年金友の会歌謡コンサートツアーを実施
	 	（洲本・西浦・東浦地区）

当組合は、昭和 24年に制定された中小企業等協同組合法に基づく組合員の
「相互扶助」を基本理念とする協同組織の地域金融機関で、地元の中小・零
細事業者及び勤労者に対する金融の円滑化とその経済的地位の向上に寄与
し、地域社会の発展に貢献することを経営の基本方針としております。さら
に、堅実・健全経営に徹し、人縁・地縁を大切にしてお客様とのより身近で
親密な関係を築き、質の高い、きめ細かな金融サービスの提供を常に心掛け
ております。

経　営　理　念

・近い、早い、親切をモットーに
　お客様の「夢あるくらしのパートナー」として努力する。
・	人と人とのふれあいを大切にし、愛され親しまれ、地域と共に発展する
信用組合をめざす。

理事長（代表理事）	 勢戸　堅祐	
専務理事（代表理事）	 山本　英博	
常務理事（融資部長兼審査部長）	 河本　晋一	
理事（総務部長）	 齋藤　憲司	
理事（播磨地区統轄長兼山崎支店長）	谷林　　謙	
理事（市支店長）	 北野上和明		

理事（本店営業部長兼物部支店長）	 新井　英男	

理事（非常勤）	 池上　幸三	

監事（常勤監事）	 金谷　　昭

監事（非常勤、員外監事）	 永原　憲章	

監事（非常勤監事）	 濵口　雄裕		

平成 27年 6月 30日現在

平成 27年 6月 30日現在
　　　　なぎさ監査法人

（注）臨時の雇用者は、除いております。

（注）出資 1口の金額は、500円となっております。

	 区　　　分	 平成 26年 3月末	 平成 27年 3月末
男　　　子
女　　　子
合　　　計

203
118
321

214
123
337

	
区　　　分	 平成 26年 3月末	 平成 27年 3月末

	 組合員数	 出資金	 組合員数	 出資金
個 人
法 人
合 計

31,696
2,669
34,365

30,955
2,654
33,609

994
221
1,216

1,037
226
1,264
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組　織　図

総　代　会
1. 総代会制度について	
　信用組合は、組合員の相互扶助の精神を基本理念に組合員一人ひとりの意見を尊重し、金融活動を通じて経済的地位の向上を図ることを目
的とした協同組織の金融機関です。
　また、組合員の総意により組合の意思を決定する機関である「総会」が設けられており、組合員は出資口数に関係なく一人一票の議決権及
び選挙権を持ち、総会を通じて信用組合の経営等に参加することができます。
　しかし、当組合は組合員数が 3万名を超えており、総会の開催が困難であるため、中小企業等協同組合法及び定款の定めるところにより「総
代会」を設置しております。
　総代会は、組合員の中から選出された総代によって構成される当組合の最高意思決定機関であり、決算や事業活動等の報告が行われるとと
もに、剰余金処分、事業計画の承認、定款変更、理事・監事の選任など、当組合の重要事項に関する審議、決議が行われます。
	総代は、組合員の代表として、総代会を通じて組合員の信用組合に対する意見や要望を信用組合経営に反映させる重要な役割を担っています。

　当組合では、総代会に限定することなく、組合員（利用者）アンケート調査やお客様相談室の設置など、日常の営業活動を通じて総代や組
合員とのコミュニケーションを大切にし、さまざまな経営改善に取り組んでいます。

2. 総代の選出方法、任期、定数
　総代は、総代会での意思決定が広く組合員の意思を反映し適切に行われるよう、組合員の幅広い層の中から、定款及び総代選挙規約に基づき、
公正な手続きを経て選出されます。
　（1）総代の選出方法
	 	・総代は組合員の中から、総代選挙規約に則り選出されます。
　（2）総代の任期・定数
	 ・総代の任期は 3年となっております。
	 ・総代の定数は、100人以上 150人以内に定められております。

総 代 会

営　　業　　店

監 事 会 理 事 会

審 査 会

債 権 管 理 委 員 会
特 別 審 査 委 員 会

A L M 委 員 会

地域密着型金融推進委員会

緊 急 対 策 委 員 会

経 営 会 議

コンプライアンス委員会

経 営 力 強 化 計 画
進 捗 管 理 委 員 会

理 事 長

専 務 理 事

常 務 理 事

人
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平成 27年 6月 30日現在

総代会（最高意思決定機関）

組合員

総　　代

淡陽信用組合

総代選挙

組
合
員
の
意
見
集
約

選　出

立候補 推　薦

出　席 討　議

出資・預金・融資
など

組合経営の
意思決定
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概況・組織

3. 総代氏名 ( 平成 27年 6月 30日現在　総代数 112名　敬称略・50音順 )

（注 1）	 氏名の後に就任回数を記載しております。	
（注 2）	 就任回数が 10回以上の場合は◆で示しております。	
	 	
4．総代会の決議事項	 	
　			平成 27年 6月 24日（水）午前 10時 30分から当組合本店において第 63期通常総代会を開催し、下記の事項について原案通り承認可決
されました。
　		（1）	報告事項	 	
　　　		平成 26年度（第 63期）事業報告、貸借対照表、損益計算書報告の件
　		（2）決議事項	 	
　　　　第 1号議案　　平成 26年度（第 63期）剰余金処分（案）承認の件
　　　　第 2号議案　　平成 27年度（第 64期）事業計画（案）承認の件
　　　　第 3号議案　　組合員法定脱退の件
　　　　第 4号議案　　理事補欠選任の件
　　　　第 5号議案　　退任役員に対する退職慰労金贈呈の件

総代会

居内正博　③　、池上幸三　⑨　、漁　　勝　①　、石上和幸　⑤　、井戸　均　◆　、井上裕文　②

今井拓也　②　、井本好則　②　、岩鼻司郎　④　、上田　勇　◆　、上田隆三　⑧　、打越定夫　◆

浦瀬昌人　⑧　、大内晋一　④　、大谷忠弘　①　、岡本行布　④　、興津逵夫　④　、奥　泰宏　④

尾﨑任一　◆　、片岡永幸　①　、川端英雄　③　、木田京志　◆　、来田國之　◆　、木下敬之　◆

久留米正紀	①　、黒田昌宏	①　、小茂池賢吉	◆　、近藤俊一　◆　、近藤忠勝　◆　、坂田勝幸　⑧

佐藤　實　◆　、佐和光城　◆　、澤田　巧　◆　、潮﨑義隆　◆　、志田修二　◆　、嶋本宏信　②

下土井光　①　、大傍明好　②　、高倍正嗣　②　、竹田宏樹　②　、竹原正記　③　、辰岡久三　⑧

田中一良　①　、出嶋道夫　③　、寺西一夫　③　、土井通安　⑤　、德田正昭　③　、戸田種彦　◆

鳥取太一　③　、登日　斉　⑤　、飛松宏明　◆　、富田泰行　◆　、富本東平　②　、友川健夫　③

中来田進　①　、中田豊臣　⑦　、中田洋光　③　、仲野廣巳　①　、仲野嘉宏　③　、中山友良　◆

長瀬捷明　④　、西岡　強　◆　、秦　信夫　◆　、鼻町功夫　◆　、濱田憲児　①　、番所利行　⑨

廣本　學　④　、藤　博文　①　、藤　眞行　⑥　、藤岡和洋　③　、前川　有　◆　、松尾弘治　◆

松田恭直　④　、真野忠己　⑧　、宮本忠博　①　、宮本徹郎　◆　、元地寛和　⑧　、森　義政　⑤

藪田好一　④　、山岡正二　◆　、山形和大　③　、山形隆信　⑤　、山口浩一　①　、山口卓治　①

横山好重　◆　、吉井康人　◆　、渡辺　宰　①

小田滿博　①　、高田和豊　①　、橘信一郎　⑦　、田森　豊　⑦　、箱﨑富士雄　⑤　、森川和章　⑦

上林博實　⑦　、尾崎裕章　⑤　、尾崎博之　④　、織金正博　④　、角本　昇　⑦　、高井　勤　⑦

塚崎篤人　⑦　、德田義彦　②　、西岡利弘　⑦　、秦　賢作　②　、藤岡照一　①　、藤田隆夫　⑦

細野公利　③　、増田嘉孝　⑦　、松本貞人　②　、丸居靖彌　②　、森下良雄　⑦　、盛本和喜　③

山本忠義　④

87

6

19

淡路地区

神戸地区

西はりま
　　地区

	 地区名	 総代数	 氏　　　　　　　　　名
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南あわじ市

本 店 営 業 部

由 良 支 店

物 部 支 店

下 加 茂 支 店

都 志 支 店

志 筑 支 店

仮 屋 支 店

岩 屋 支 店

富 島 支 店

室 津 支 店

郡 家 支 店

湊 支 店

福 良 支 店

阿 万 支 店

市 支 店

洲本市栄町１丁目３番17号
　TEL（0799）22－5551
洲本市由良３丁目９番15号
　TEL（0799）27－0301
洲本市物部１丁目７番15号
　TEL（0799）24－6255
洲本市下加茂１丁目４番11号
　TEL（0799）23－1755
洲本市五色町都志276番地の９
　TEL（0799）33－0470
淡路市志筑3120番地の１
　TEL（0799）62－0307
淡路市久留麻1786番地の３
　TEL（0799）74－2381
淡路市岩屋988番地の３
　TEL（0799）72－3322
淡路市富島1877番地
　TEL（0799）82－2121
淡路市室津2429番地の７
　TEL（0799）84－1313
淡路市郡家84番地の１
　TEL（0799）85－0151
南あわじ市湊55番地の１
　TEL（0799）36－2630
南あわじ市福良甲1327番地
　TEL（0799）52－0270
南あわじ市阿万下町546番地の５
　TEL（0799）55－1617
南あわじ市市福永420番地の４
　TEL（0799）42－2300

広 田 支 店

神 戸 支 店

灘 支 店

加 古 川 支 店

姫 路 支 店

赤 穂 支 店

山 崎 支 店

一 宮 支 店

佐 用 支 店

南あわじ市広田広田373番地の５
　TEL（0799）45－0556
神戸市中央区布引町3丁目2番1号
　TEL（078）241－3535
神戸市灘区友田町2丁目7番17号
　TEL（078）841－1941
加古川市平岡町新在家2丁目269番5号
　TEL（079）424－2111
姫路市東延末2丁目20番地
　TEL（079）288－3434
赤穂市加里屋駅前町30番地の14
　TEL（0791）45－0034
宍粟市山崎町鹿沢57番地の5
　TEL（0790）62－0556
宍粟市一宮町東市場565番地の5
　TEL（0790）72－0350
佐用郡佐用町佐用2904番地の18
　TEL（0790）82－3535

朝来市

養父市

宍粟市

佐用町

赤穂市

上郡町

相生市

丹波市

篠山市

西脇市

加東市

市川町

福崎町

太子町

多可町

神河町

たつの市
姫路市

姫路市

加西市

加古川市
高砂市

播磨町
稲美町

猪名川町

明石市
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■ＡＴＭ設置状況

■ＡＴＭの稼働時間

■店外現金自動機サービスコーナー

 店　　　舗　　　内 　28台
 店　　　舗　　　外 　4台
 合　　　　計 　32台

平　　　日 ８：００～２０：００

洲本市　イオン洲本店出張所

洲本市　物部シティオ出張所

淡路市　淡路ベイプラザ アル・クリオ出張所

南あわじ市　三原ショッピングプラザ パルティ出張所

土　曜　日  ９：００～１９：００

日曜日・祝日 ９：００～１７：００

（注）店外現金自動機サービスコーナーにおいては、
曜日を問わず稼働開始時刻は9時または10時
からとなります。なお、姫路支店のATMコーナー
は平日のみの8時30分から18時までの稼働と
なっております。

　当組合の店舗数は、淡路地域に16店舗、神戸市に2店舗、播磨地域に６店舗の計２４店舗となっております。
　ATMは、各店舗内に２８台、店舗外に４台の計３２台を設置しており、姫路支店を除く全営業店と店外現金自動機サービスコーナーは、３６５日年中無休
で稼働しております。なお、全台視覚障がい者対応及び通帳繰越機能を備えたATM機となっております。

平成 27年 6月 30日現在

店　舗　一　覧




